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帝 人 株 式 会 社 

 

 帝人株式会社（本社：大阪市北区、社長：鈴木 純）は、リサイクル炭素繊維の商業化

に向けて、このたび富士加飾株式会社（本社：兵庫県小野市、社長：杉野 守彦）と

業務提携することで合意しました。 

 軽量で高強度の炭素繊維強化プラスチック（以下「ＣＦＲＰ」）は、航空機用途や

産業用途、スポーツ用途などで幅広く採用されており、燃費向上などを目的として

今後も需要の高まりが予測されていますが、使用済みのＣＦＲＰは埋立や焼却処分

されることが多く、環境負荷が大きいことから、炭素繊維を再利用するための技術確立

が急務となっています。 

富士加飾は、使用済みＣＦＲＰから母材となるプラスチックを取り除き、高品質な

炭素繊維を取り出すことができる精密熱分解法という独自の特許技術を保有しています。

この技術はＣＯ２排出量が少ないのが特徴で、新しい原料から炭素繊維を生産する場合

に比べて、ＣＯ２排出量を１／１０程度に抑えることができます。こうした中で同社は、

環境省の補助事業のもとで商業プラントの稼働を開始しており、さらなるビジネス拡大

に向けて用途開発の加速を検討していました。 

一方、帝人グループは、自社のＣＯ２排出量を２０３０年度までに２０１８年度対比で３０％

削減し、２０５０年度までに実質ゼロにすることを目標に掲げています。その達成に

向けて、エネルギー消費量の削減やリサイクル技術の開発などに取り組んでおり、

炭素繊維分野においても、リサイクル技術の活用によるＣＯ２排出量の低減を目標に

開発を進めていました。 

このたびの業務提携は、こうした両社の取り組みやニーズが合致したことから合意に

至ったものです。今後、両社は温室効果ガス排出量の削減に向けて、リサイクル炭素

繊維を使用した製品の生産・供給体制を早期に構築し、商業化に向けた取り組みを

積極的に推進していきます。 

リサイクル炭素繊維の商業化に向けて 

富士加飾株式会社との業務提携 



帝人は、このたびの業務提携を契機として、持続可能な循環型社会の実現に向けた

事業戦略をさらに強化し、長期ビジョンである「未来の社会を支える会社」となること、

およびＳＤＧｓの目標達成に向けて邁進していきます。 

 

【 富士加飾株式会社 概要 】 

■ 設   立 ： ２０１１年１２月 １日 

■ 資  本  金 ： ７，５００万円 

■ 代  表  者 ： 代表取締役 杉野 守彦 

■ 本社所在地 ： 兵庫県小野市万勝寺町３５８－２５ 

■ 事 業 内 容 ： 機能性エンプラ樹脂コンパウンドの事業化 

■ Ｕ  Ｒ  Ｌ ： http://fuji-d.jp/ 

 

以  上 

【 当件に関するお問合せ先 】 

帝人株式会社 コーポレートコミュニケーション部 TEL:(03)3506-4055 


